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研究報告会プログラム 



 本研究班の活動を広く周知する目的で、2018 年 3 月 25 日に行われる電動義手セミナー
の中で、兵庫県立総合リハビリテーションセンターの陳隆明センター長のご厚意により、
厚生労働科学特別研究事業報告会を開催した。以下に当日のプログラムを掲載する。 
 

厚生労働科学特別研究事業報告会 

『小児筋電義手適用のプロトコールに関する調査研究』 
 
１）研究代表者挨拶 

東京大学医学部附属病院リハビリテーション科 芳賀信彦 

 

２）本研究事業の背景 

厚生労働省社会・援護局 障害保健福祉部 秋山 仁 

 

３）日本小児整形外科学会シンポジウムより 

座長 リハビリテーション中央病院診療部     戸田光紀 

リハビリテーション中央病院リハビリ療法部 溝部二十四 

   ① 当事者の立場から 

朝日新聞横浜総局 岩堀 滋 

   ② 作業療法士の立場から 

リハビリテーション中央病院リハビリ療法部 柴田八衣子 

③ 義肢装具士の立場から 

鉄道弘済会義肢装具サポートセンター 浦田一彦 

 

４）主な研究班活動報告 

座長 心身障害児総合医療療育センター 小崎慶介 

① 海外視察報告 

福祉のまちづくり研究所 高見 響 

② アンケート調査結果の概要 

東京大学医学部附属病院リハビリテーション科 藤原清香 

 

５）総合討論 

 

６）閉会の挨拶 

国立障害者リハビリテーションセンター 飛松好子 

 


